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二 人 三 脚 で 迎 え た 金 婚 式 第５３回熊日
金婚夫婦表彰式

あさぎり町岡原北
山下　光男さん　
            智富美さん
　「まさかこんなに長生きすると
は」と、結婚５０年を迎えられ
て喜ばれていた山下さんご夫婦。
毎年ご主人の同級生達と、長崎
や佐賀など九州各地を旅行して
きたことが、楽しい思い出です。
現在も近所にある田んぼで、お
米を作られていますが、「これか
らも長生きして、部落の人達と
仲良くしていきたい」と話され
ていました。また奥さんに少し
照れながら「これからもよろしゅ
うお願いします」と言われたご

主人の笑顔が印象的でした。

多良木町多良木
針馬　力盛さん
           安子さん
　力盛さんが３５歳（長男が小学
一年生）のときに、父が亡くなり、
母と奥さんの３人で、米、麦を作
りながら、かますを年間一万個作っ
て、農協に納めて生計を立ててこ
られました。息子さんが就農して
からは機械も導入して、メロンや
胡瓜に米を作り、現在は息子夫婦
と４人で頑張っておられます。「で
も、結婚当時は、馬を使って田畑
を耕していたので大変だった。病
気をする暇もなく働いてきたので

５０年があっと言う間だった。２人とも入院することなく、今では健
康で良かったと思う」と何度も健康が大事と言っておられました。

多良木町黒肥地
西　朗さん　　
　　  みね子さん
　「５０年間共に励まし合いなが
らここまできた」と話される西
さんご夫婦。
　結婚式は久米の熊野坐神社で
され、多良木町役場職員と公立
病院の事務長を兼任され、お仕
事が多忙だったご主人、それを
ずっと黙って支えてこられた奥
様。平成 21年には、ご主人が心
筋 塞の病で大手術をされ、奥
さんは傍を片時も離れず、看病
されていたそうです。これから

は「いつどこへでも二人で行くので、いつまでも仲良く、いろんな所
へ旅行して、いい思い出を残していきたい」と話されています。

　第１回：７月１６日～８月
１５日までの、当選者の喜びの声
多良木町久米　

荒
あらきけいすけ

木啓佑君（１４歳）　
　望遠鏡が当選
　熊日新聞を読んでいる人は多
いので、当たらないだろうと
思っていたけど、本当に当たっ
てうれしかったです。早速使用
してみましたが、思ったより良
く見えて、写真で見るものより、
実際に見た月は、とっても綺麗
でした。

熊日で夏の思い出プレゼントキャンペーン

ま
つ
た
け

　９月９日に「熊日金婚夫婦表彰伝達式」が、多良木町では多目的研
修センター、あさぎり町ではポッポー館で開催されました。
　今年は、多良木町で３６組、あさぎり町岡原地区では１４組のご夫
婦が表彰されました。そこで、多良木町では２組、あさぎり町岡原で
は１組のご夫婦に、５０年を振り返ってお話を伺いました。
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多 良 木 警 察 署 だ よ り

多良木町生涯学習
彩 墨 画 教 室

　9月 7日多良木町役場で、生涯学習「彩墨画教室」( 講師：田山耕
一先生 )が行われました。
　この教室は田山先生が教えられて 4年目になり、受講生は 6名で、
主に風景画を描かれています。この日の課題は、小泉 和子さんのぶど
うの彩墨画をお手本にして行われました。最初に先生が、墨の加減や色・

水の配分などを丁寧に教え
られた後に、受講生各々、
無言で黙々と描かれていま
した。
　受講生 ( 学級長）の田籠 
士信さんは「この教室は和
やかで、いつも楽しく描い
ています。難しい所はいっ

ぱいあるけど、頑張って上手にな
りたい」と意欲満々のコメントさ
れ、講師の田山先生は「教えるの
は難しいが、なんでも質問してき
いてくれるし、何よりも皆さん明
るくて元気なので、自分も教えて
いて楽しい。できる限り続けてい
きたい」と話をされました。
　この教室は皆さんが言われる通
り、家族のような温かい感じで、
心が和みました。これからも仲良
く描かれ、素敵な作品を沢山残し
ていって欲しいです。

「頑張って上手く
　　　　　　なりたい」と意欲満々

　今月４日に多良
木町の研修セン
ターにて、多良木
町社会福祉協議会
が「たらぎ社協福
祉まつり」が開催
しました。毎年開
催するようになっ
て、今年はちょう
ど１０年目の節目
を迎えました。
　記念式典のオー
プニングを、光台
寺保育園の園児ら

による歌と遊戯の発表で飾り、卒寿（９０歳）者への記念品贈呈式へと
進みました。同町では今年、４３名が卒寿を迎えるそうです。
　ご夫婦で卒寿を迎えられる、同町黒肥地１区の宮田秋光さん・ミツメ
さんは、なんと誕生日も一緒だそうです。お元気でおられる秘訣をお聞
きしたところ、特に無いそうです。しかしご主人は野菜・果物栽培、奥
様はグラウンドゴルフと、特別意識はしなくとも、好きなことに取り組
まれていることが、その要因のようでした。その後、地元より「えびす
民舞会」による舞踊と、ゲストの伯龍＆もりぞうのモノマネショーなど
があり、盛況のうちに幕を閉じました。

１０年目を迎えた社協福祉まつり盛況に開催

多良木町社会福祉協議会

「全国障害者スポーツ大会」に向けて
多良木高校陸上部の生徒と練習！！

県立 球 磨
養 護 学 校

　10 月 22 ～ 24 日に
「全国障害者スポーツ大
会」が山口県で開催さ
れます。陸上競技熊本
県代表として、球磨養
護学校高等部 2年山本
瑠美さんが選ばれまし
た。出場種目は、50ｍ、
100 ｍ、4×100 ｍ リ
レーです。夏休みから
多良木高校陸上部と一
緒に、日々練習を重ね
ています。陸上競技に

取り組むことは初めてですが、多良木高校生と切磋琢磨しながら走り
に磨きをかけてきました。
　大会まであとわずか。山本さんの目標は「優勝して、メダルを人吉
球磨に持って帰る」。力の限り、精一杯頑張ってもらいたいと思います。

きくぐみ：年長５名、年中３名、年小７名、計１５名
担任：尾方　直美先生、東　ヨツミ先生
「１０月１６日の運動会に向けて毎日練習をしています。暑かったり
きついけど頑張っています。応援してください。よかったら見に来て
くださいね」

園 児 紹 介 岡 原
保 育 所

　○　横断は、まず止まり、左右をよく見て渡りましょう
   ○   速度は控えめに、思いやりのある運転に努めましょう
高齢者自身の交通安全意識の高揚と、高齢者に対する保護意識の醸成
を図るために、交通安全推進連盟では次の項目を推進します。

■広報啓発活動等を通じた高齢者自身による身体機能の変化の的確な
　認識に基づく安全行動の促進
■街頭での交通安全指導、保護・誘導活動の徹底

      ■７０歳以上の運転者に対する高齢運転者標識（高齢者マーク）の
         使用促進と、高齢者マークを表示している自動車に対する保護義 
     務の周知徹底
　  ■高齢者に対する思いやりのある運転の促進
　■参加・体験・実践型の交通安全教育等の
     推進による交通ルール・マナーの理解向上と
     安全行動の促進
   ■明るい服装と反射材の着用の促進
　■交通事故に遭う危険性の高い高齢者に対する
     危険度に応じた交通安全教育の促進
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（原稿提供：多良木警察署）

(高齢運転者標識）


